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ホ
タ
ル
を
ま
ち
の
環
境
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
る
動
き
が
全
国
的

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
夕
暮
れ
、
ま
ち
の
喧
騒

け
ん
そ
う

か
ら
離
れ
た
茂
み
で
静
か
に
顔
を

見
せ
る
ホ
タ
ル
。
あ
ん
な
に
わ
ず
か
な
光
に
、
心
を
引
か
れ
、
時
間

を
忘
れ
て
立
ち
止
ま
り
、
そ
し
て
、
瞬
く
た
び
に
感
動
を
覚
え
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
ホ
タ
ル
の
光
は
、
わ
た
し
た
ち
が
忘
れ
か
け

て
い
る
心
を
照
ら
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
六
月
は

環
境
月
間
で
す
。
ホ
タ
ル
や
ホ
タ
ル
を
愛
す
る
人
々
を
通
し
て
、
身

近
な
自
然
環
境
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
四
・
五
面
に
続
く
】

ホタルを何とか復活さ
せたいと思って放流しま
したが、2～3年は失敗
続きでした。ですから、
初めてホタルが光るのを
見たときは、懐かしさと
ともに自分たちがしてき
たことの成果が出たとい
うことで感無量でした。
ここ数年は毎年ホタル

が飛び交う姿が見られる
ようになって、多くの人
が公園を訪れています。
大人でも初めて見る方が

多く、先日もお母さんた
ちが感激している姿に出
会いました。中には、う
ずくまってじっとしてい
る方がいて、どうしたの
かと思うと、「こんなに
すばらしいものが見られ
るなんて」と立ち上がれ
なかったようです。
親子でホタルがいる自

然を体験することで、こ
の試みや自然のすばらし
さが未来へ受け継がれて
いくことを願っています。

金目親水公園には、「雑
種を生まないように近い
生息地から捕獲できる」
「かつて生息していたが
今はいない」などホタル
を放流する条件が整って
いました。そこで、4年
前、土屋地区に生息して
いたゲンジボタルから得
られた卵を飼育し、放流
することができました。
昨年、この公園の水路

を調査しているときに、
小石の裏に自生している

ホタルの幼虫を見つけた
ときは、うれしかったです
ね。しかし、まだ自生の
ホタルは少ないので、人
工飼育もしています。ホ
タルは興味深い生き物で
す。例えば、あの光は卵
のころから見られて、そ
の色は、黄色というより
も緑色をしているんです。
自然の色なんだなと神秘
的な気持ちになります。
ホタルの成長を観察する
のが毎日楽しみですよ。

わたしが子どものころ、
今の金目親水公園のあた
りは、あちこちから水が
わいていて、フナやアユ
がいました。また、近く
の木々にはカブトムシが
いました。ホタルもたく
さんいて、夏になれば普
通に見かけることができ
ました。当時の環境の中
ではホタルはどこにでも
住めた生き物だったんで
しょうね。家のすぐ前で
も光っていて、部屋にホ

タルが入ってきたことも
よくありましたよ。
昭和40年代に入り、建

物が建ち並び始めると、
風景が変わり、小さな生
き物は減ってきました。
自然豊かな風景を今でも
懐かしく思い出します。
その良さが残るのがホタ
ルが舞い戻った金目親水
公園です。ですから、せ
めてここくらいは、残し
ていかなければと思って
います。

和
三
十
年
代
こ
ろ
ま
で
、
市
内

で
は
川
辺
や
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道

な
ど
で
、
ご
く
普
通
に
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
で
は
、
土
屋
地
区
や
吉
沢
地

区
に
あ
る
丘
陵
地
の
奥
深
く
な
ど
、

わ
ず
か
な
地
域
で
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

タ
ル
の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
原
因
の
一
つ
は
、
人
々
の
暮

ら
し
が
都
市
化
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
ホ
タ
ル
は
良
好
な
環
境
の
中
で

し
か
暮
ら
せ
な
い
生
き
物
で
す
。
清

ら
か
な
水
、
豊
か
な
土
壌
な
ど
様
々

な
自
然
条
件
が
必
要
な
の
で
す
。

し
か
し
、
ホ
タ
ル
の
生
息
地
に
生

活
排
水
や
農
薬
が
流
れ
込
ん
だ
り
、

ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
、
川
や

土
が
汚
れ
た
た
め
に
、
ホ
タ
ル
が
暮

ら
せ
る
環
境
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。活

排
水
や
農
薬
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
や
工
場
、

車
な
ど
の
街
明
か
り
も
ホ
タ
ル
の
暮

ら
し
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ホ
タ

ル
は
自
ら
の
光
に
よ
っ
て
会
話
を
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
光

は
オ
ス
と
メ
ス
が
出
会
う
た
め
の
信

号
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
違
う
光

が
あ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
ず
、
繁
殖
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
絶
滅
の
危
機
に
た
た
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。

か
つ
て
、
ホ
タ
ル
は
わ
た
し
た
ち

の
す
ぐ
近
く
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
近
さ
ゆ
え
に
人
間
の

生
活
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
、
そ

し
て
消
え
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、
物

が
大
量
生
産
、
大
量
消
費
さ
れ

る
今
、
ホ
タ
ル
が
暮
ら
せ
る
昔
の
よ

う
な
自
然
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
中
、
金
目
地
区
で
は

「
親
水
公
園
ホ
タ
ル
保
存
会
」

の
三
人
の
方
が
中
心
に
な
り
、

地
域
の
力
で
環
境
を
整
え
、
地

元
の
公
園（
金
目
親
水
公
園
）

に
ホ
タ
ル
を
呼
び
戻
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
先
月
末
ま
で

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
環
境
を
守
る
努
力
が
さ
ら
に
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、
汚

れ
た
れ
た
水
を
川
に
流
さ
な
い
…
。

小
さ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
然
や
そ
こ
に
暮
ら
す
生
き
物
の
こ

と
を
考
え
、
行
動
で
き
る
こ
と
は
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
ホ
タ
ル
が
暮
ら

せ
る
自
然
環
境
。
そ
れ
は
、
同
じ
生

き
物
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
人
間
に
も

必
要
な
自
然
環
境
な
の
で
す
。

金目地区でホタルを守る「親水公園ホタル保存会」のみなさんに聞きました。

米村康信さん 齋藤 豊さん福田宏史さん

キ
シ
ョ
ウ
ブ
に
と
ま
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
。
暑
い
日
差
し
を
避
け
、
日
が
沈
む
と
き
を
待
つ
。（
金
目
親
水
公
園
）

光を
未来へ

ホタルを
育てる

懐かしの
風景



大
丈
夫
で
す
か
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

連
続
講
座
に
参
加
し
て

男
を
ば
ー
じ
ょ
ん
あ
っ
ぷ

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

平成16年6月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

暮らし

u対象 作業療法士の資格がある方（1人）
u雇用条件 雇用期間：7月1日～9月30日、勤務日：月～金曜日、勤務時間：午前
9時～午後4時、賃金：時給3,000円

u申し込み方法 市販の履歴書に写真をはり、作業療法士免許証の写しを添えて、
6月22日（火）までに直接または郵送で病院総務課（〒254－0065南原1－19－1）へ

リハビリテーション業務に携わる

市民病院の臨時職員を募集します
◇問い合わせ先　市民病院 病院総務課（132－0015・内線3197）

①校務作業嘱託員〈1人〉
u対象 昭和23年4月2日～昭和61年4月1日に生まれた人
u職務内容 市立小学校の校務作業
u勤務日時 週5日、午前8時～午後3時
u賃金 月額117,100円

②給食調理嘱託員〈3人〉
u対象 昭和23年4月2日～昭和61年4月1日に生まれた人
u職務内容 学校給食共同調理場での給食調理業務
u勤務日時 週4日、午前8時～午後3時30分
u賃金 月額112,000円

③保険年金課徴収嘱託員〈2人〉
u対象 昭和22年4月2日～昭和40年4月1日に生まれた、原動機付き
自転車の運転免許がある人

u職務内容 国民健康保険税の徴収や納付相談など
u勤務日時 週5日、午前9時～午後4時
u賃金 月額110,300円＋能率給（平成15年度実績平均151,000円）

★一次試験日時・会場
①②は6月26日（土）午前9時30分～正午・勤労会館
③は6月27日（日）午前9時30分～正午・教育会館
★雇用条件
雇用期間は1年度以内（詳細は募集案内をご覧ください）
★応募方法
受験申込書を、6月23日（水）までに本人が直接提出してください。
募集案内の配布場所と申し込み先は、①②は教育総務課（豊原町

2－21 豊原分庁舎1号館 2階・135－8113）、③は職員課（市役所
3階・121－8762）です。

行
政
が
持
っ
て
い
る
情
報
を

み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
と
き
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
障

す
る
「
情
報
公
開
制
度
」
と
、自

身
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
記
録

さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め

の
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」。

昨
年
度
、
平
塚
市
で
実
施
し

た
情
報
公
開
の
件
数
と
、個
人

情
報
の
取
り
扱
い
状
況
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開

▽
行
政
文
書
の
公
開
・
168
件

▽
会
議
の
公
開
・
205
回

個
人
情
報

▽
開
示
請
求
件
数
・
24
件

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
一
階
）
で
行
政
情
報
な
ど
に

関
す
る
資
料
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
情

報
・
相
談
課
（
1
21
ー
８
７
６

４
）へ
。

●●●平塚市の嘱託員を募集 ●●●

男女平等の社会を実現するため
には、男女が同時に、あらゆるレ
ベルの政策・方針決定の場に参画
することが大切です。
平塚市では、市に対する提言や

意見をいただく審議会や協議会な
どの委員の女性比率について、平
成18年度までに、それぞれの審議
会や協議会ごとに30％以上とする
指針を定め、達成に向けて努力し

ています。
少子高齢化社会を乗り切るため

にも、市の進むべき方向を考える
場に女性が積極的に参画すること
で、様々な行政施策の中に女性の
視点を盛り込み、だれもが社会の
中で共にいきいきと生活すること
ができる基盤をつくっていくこと
が必要です。
□問 男女共同参画推進室（内線2172）

～シリーズ③～ 

政政政政策策策策・・・・方方方方針針針針にににに
女女女女性性性性のののの力力力力をををを

12月12日（日）に市民センターで開くコン
サートで歌う合唱団員を募集します。
u対象 小学生以上で練習に参加できる方
u募集人数 200人（先着順）
u参加費 一般5,000円、高校生・大学生
3,000円、小学生・中学生1,000円

u曲目 ベートーベン作曲・交響曲第九番
ニ短調作品125合唱付ほか
お申し込みは、参加費を添えて、文化

財団（市民センター内・132－2237）へ。

パパパパワワワワーーーー

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
…
生
物
学

上
の
性
別
と
区
別
し
、
社
会
的
、

文
化
的
に
身
に
つ
け
た
性
別

（
性
差
）の
こ
と
で
す
。「
女
と
は

こ
う
、
男
と
は
こ
う
い
う
も
の

だ
」
と
い
う
通
念
が
つ
く
り
上

げ
た
男
女
の
区
別
の
こ
と
で
す
。

●
男
女
の「
役
割
分
担
意
識
」に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

男
性
と
い
え
ば
ス
ー
ツ
姿
を
、

ま
た
、家
事
や
育
児
、介
護
、地

域
活
動
な
ど
の
場
面
を
思
い
浮

か
べ
た
と
き
、決
ま
っ
て「
女
性
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
必
要
以
上
に
女
性
と
男
性
を

区
別
し
て
い
ま
せ
ん
か

同
じ
行
動
で
も
、
男
性
な
ら

「
積
極
的
」、
女
性
な
ら
「
気
が

強
い
」
な
ど
、
異
な
る
評
価
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
男
女
の
立
場
に
優
劣
を
つ
け

て
い
ま
せ
ん
か

人
間
を
男
性
に
代
表
さ
せ
た

「
父
兄
」
と
い
う
言
葉
も
、
今
日

で
は
「
保
護
者
」
と
い
う
表
現

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
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催
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施
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。
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催
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。
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。
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催
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。
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五
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共
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画
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だ
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た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
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や
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の
講
座
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開
催
、
情
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誌
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豆
」
の
発
行
な
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、
様
々

な
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策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
平
塚
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、「
男
の
講
座
」
の
開
催
、
情
報
誌
「
豆
」
の
発
行
な
ど
、
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
も
な
く
、
女
性
が
自
ら
力
を
つ
け
能

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

子育てへの積極的な参加も「男女共同参画」のひとつです（総合公園で）

時
代
を
リ
ー
ド
す
る
、
す
て

き
な
男
性
に
な
る
た
め
の
講
座

「
男
の
講
座
ば
ー
じ
ょ
ん
あ
っ
ぷ
」

を
開
き
ま
す
。
家
庭
や
地
域
社

会
の
こ
と
に
参
画
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い（
全
五
回
・
保
育
あ
り
）。

▽
テ
ー
マ
・
日
時
・
会
場

「
地
域
で
楽
し
も
う
」
７
月
17

日（
土
）午
前
９
時
20
分
〜
正
午

・
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
第
２
会
議
室

「
男
の
料
理
」
８
月
21
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
・
中
央

公
民
館
調
理
実
習
室

「
家
族
と
楽
し
む
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
」
９
月
18
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
・
中
央
公
民
館

（
親
子
・
夫
婦
で
の
参
加
も
可
）

「
心
の
通
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
10
月
23
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
・
中
央
公
民
館

「
お
や
じ
の
力
」11
月
23
日（
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分
・

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル（
公
開

講
座
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
」と
同
時
開
催
）

▽
対
象

男
性
40
人（
先
着
順
）

▽
参
加
費

二
千
円

お
申
し
込
み
は
、男
女
共
同
参

画
推
進
室（
内
線
２
１
７
２
）へ
。

健
康
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、

育
児
や
家
庭
生
活
な
ど
、
女
性

が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
相
談

を
受
け
止
め
る
窓
口
が
、
七
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
だ

れ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
分

か
ら
な
い
よ
う
な
漠
然
と
し
た

悩
み
や
迷
い
を
受
け
止
め
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
女
性
の
相
談
員
が
お
答

え
し
ま
す
。

▽
相
談
内
容

人
生
、仕
事
、夫

婦
関
係
、
親
の
介
護
、
子
育
て
、

家
族
か
ら
の
暴
力
、
離
婚
の
問

題
、
今
後
の
生
き
方
な
ど

▽
相
談
日

毎
週
月
〜
金
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
お
休
み
で
す
）

▽
相
談
方
法

相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル（
1
21
ー
９
６
１
１
）、
ま

た
は
面
談
（
市
役
所
東
附
属
庁

舎
２
階
・
男
女
共
同
参
画
推
進

室
内
相
談
室
）、
予
約
不
要

男女共同参画情報誌「豆」は年2回発行

6666月月月月22223333日日日日～～～～22229999日日日日はははは
【【【【男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画週週週週間間間間】】】】

問い合わせ先
男女共同参画推進室
（内線2172）

湘湘湘湘南南南南ひひひひららららつつつつかかかか第第第第九九九九ののののつつつつどどどどいいいい合合合合唱唱唱唱団団団団員員員員募募募募集集集集

みんなで第九を歌いましょう

職
場
で
、
家
庭
で
考
え
よ
う 

行
政
の
情
報
は
だ
れ
の
も
の
？  

活
用
し
て
く
だ
さ
い 

演歌界を引っ張るニューリーダー 

u入場料 Ｓ席6,000円、Ａ席4,000円（全席指定）

チケットは、6月27日（日）午前10時からヤンレイ（ラスカ5階）、梅

屋サービスカウンター、サクラ書店ＯＳＣ湘南店、チケットぴあ、ロ

ーソンチケットで発売。

□問 文化財団（132－2237）

s日時　10月16日（土）
午後2時、午後6時開演（2回公演）

s会場　市民センター



湘南ひらつか七夕まつり湘南ひらつか七夕まつり

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
な
い

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
な
い

会
場
の
総
合
体
育
館
に
は
、
二

階
席
ま
で
お
よ
ぶ
ほ
ど
大
勢
の
人

が
お
見
え
で
し
た
。

に
ぎ
や
か
な
演
奏
が
始
ま
る
と
、

一
生
懸
命
、
指
揮
を
し
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
す
る
人
が
あ
ち
こ
ち

に
い
ま
し
た
。「
音
楽
と
い
う
も
の

は
心
を
開
放
し
て
く
れ
る
も
の
な

の
だ
な
あ
」
と
つ
く
づ
く
感
じ
な

が
ら
、
わ
た
し
も
つ
い
つ
い
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

熱
気
あ
ふ
れ
る
会
場
の
中
で
、

こ
う
い
う
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

障
害
を
持
っ
た
人
が
街
に
気
楽
に

出
か
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
こ
そ
、

も
っ
と
つ
く
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
、
駅
周
辺

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
も
っ
と

快
適
に
街
の
中
で
過
ご
せ
る
よ
う

な
環
境
が
整
え
ば
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
も
進
ん
で
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
特
に
、
障
害
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
え
る
環
境
は
積
極
的

に
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
が
高
齢
化
し
た
り
、
予
期

せ
ぬ
事
故
が
増
え
た
り
し
て
い
る

現
代
は
、
い
つ
だ
れ
が
障
害
を
持

つ
身
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
社
会

で
も
あ
り
ま
す
。
相
手
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
受
け
入
れ
、
そ
の
個

性
を
認
め
合
う
と
い
う
考
え
方
が

社
会
全
体
に
浸
透
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

【
市
長
コ
ラ
ム
、
次
回
は
９
月
15
日
号
】

３ 広報ひらつか　第769号（1日・15日発行） 話　題
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

「
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
」か
ら

「
織
り
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」に
衣
替
え

し
た
今
年
。
六
月
六
日
（
日
）に

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
第

五
十
四
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕

ま
つ
り
「
織
り
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
、
七
夕
ま
つ
り
を
彩
る
「
織
り

姫
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

総
勢
六
十
一
人
の
ス
テ
ー
ジ

審
査
出
場
者
（
応
募
九
十
三
人
）

の
中
か
ら
見
事
、
初
代
「
織
り

姫
」
の
座
に
輝
い
た
の
は
、
写

真
左
か
ら
新あ

ら

井い

瑞み
ず

穂ほ

さ
ん
（
大

和
市
）、
韓か

ん

霞か

さ
ん
（
秦
野
市
）、

相あ
い

川か
わ

か
よ
さ
ん
（
平
塚
市
）
の
三

人
で
す
。

一
年
間
、ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

三
人
の
織
り
姫
は
、
七
月
一

日
（
木
）
か
ら
五
日
（
月
）
ま
で

開
催
す
る
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕

ま
つ
り
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
レ
ー
ド
＆
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮

切
り
に
、
一
年
間
様
々
な
行
事

に
参
加
し
て
、
平
塚
市
の
Ｐ
Ｒ

に
活
躍
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課（
1
35
ー
８
１
０
７
）
へ
。

平
和
な
世
界
が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
に

5月23日、障害がある人もない人も一緒になって体
を動かそうというイベント「YES,愛DO！」に参加し
ました。みなさんが全身で感動を表現している姿に心
を打たれました。

認め合うこと。ふれあうこと。

市長大藏律子

日
産
車
体
㈱
の
工
場
を
訪
問

し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し

て
、
自
動
車
が
で
き
あ
が
っ
て

い
く
様
子
を
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時

７
月
27
日（
火
）、28
日

（
水
）、８
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

の
午
前
９
時
〜
11
時

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員

各
40
人（
先
着
順
）

▽
集
合
場
所

日
産
車
体
㈱
正

門
受
け
付
け（
天
沼
10
―
１
）

▽
持
ち
物

帽
子
、
飲
み
物

お
申
し
込
み
は
、
工
業
労
政

課（
1
35
ー
８
１
０
９
）へ
。

今
日
で
は
風
化
し
つ
つ
あ
る

悲
し
い
歴
史
や
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
、体
験
者
か
ら
学
び
ま
す
。

▽
日
時

７
月
17
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

豊
田
公
民
館

▽
定
員

50
人
（
先
着
順
・
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

お
申
し
込
み
は
、
行
政
総
務

課
（
1
21
ー
８
７
６
３
）へ
。

被
爆
者
に
体
験
を
聞
き
な
が

ら
、
広
島
原
爆
資
料
館
や
、
原

爆
ド
ー
ム
な
ど
の
平
和
施
設
を

巡
り
ま
す
。
ま
た
、
平
和
記
念

式
典
に
参
列
し
、
夜
に
は
爆
心

地
近
く
で
開
か
れ
る
灯
ろ
う
流

し
を
見
ま
す
。

▽
日
程

①
事
前
打
ち
合
わ
せ

会
…
７
月
18
日（
日
）②
広
島
派

遣
…
８
月
５
日（
木
）〜
７
日（
土
）

③
事
後
ま
と
め
会
…
８
月
21
日

（
土
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３
年

生
と
保
護
者（
10
組
20
人
・
抽
選
）

▽
参
加
費

二
万
二
千
円（
１
組
）

お
申
し
込
み
は
、
七
月
八
日

（
木
）ま
で
に
行
政
総
務
課
（
1

21
ー
８
７
６
３
）
へ
。
平
塚
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

め
ま
す
。

■
平
塚
空
襲
の
体
験
を
き
く
会

五
十
九
年
前
の
そ
の
日
、

平
塚
の
ま
ち
は
空
襲
を
受
け
た

■
市
民
広
島
派
遣

目
の
前
で
原
爆
が
…

人
類
史
上
最
も
悲
し
い
日
の
話

五五五五色色色色のののの短短短短冊冊冊冊にににに願願願願いいいいをををを込込込込めめめめてててて

竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市の施策の基礎資料とするため、住民実態調査を実施します。
対象は、住民基本台帳に記載されている16歳以上の方から無作為に

抽出した約3,000人の方です。
6月下旬にお送りする調査票の質問にお答えいただき、7月8日（木）

までに返送してください。※調査事項「環境意識」

市の施策の羅針盤

住民実態調査を実施します
◇問い合わせ先　行政総務課（121－8797）

第第第第55554444回回回回

夏
休
み
に
「
親
子
で
工
場
見
学
会
」

自
動
車
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
か
な
？

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り

で
は
、
駅
前
中
心
商
店
街
を
は

じ
め
と
し
て
、
市
内
全
域
に
豪

華
な
竹
飾
り
が
立
ち
並
び
ま
す
。

こ
の
七
夕
ま
つ
り
で
街
を
飾

る
竹
飾
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。
子
ど
も
会
や
地
域

の
み
な
さ
ん
の
参
加
で
き
る
部

門
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
付
け
場
所

市
民
税
課

（
市
役
所
１
階
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
締
め
切
り

６
月
25
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
税

課（
1
21
ー
８
７
６
６
）へ
。

夏休みに「子ども広報」の豆記者になって、
平塚の話題や出来事を取材しませんか。

u対象 市内にお住まいの小学校5・6年生

u定員 10人（抽選）

u第1回編集会議 7月21日（水）午前9時～正午

u取材活動日 夏休み中の4、5日（取材対象により異なります）

u申し込み方法 7月5日（月）までに、はがきに住所、氏名、学校名、

学年、電話番号を記入し、広報課（〒254－8686浅間町9－1）へ

□問 広報課（121－8761）

ウサギとキツネ、食うものと食われる
ものがゆらゆら揺れる橋の上で動けない。
それから2匹はどうなるのだろう・・・。
u日時 7月17日（土）午後1時30分開演
u会場 中央公民館
u対象 市内にお住まい、お勤め、通学の方
u定員　701人（先着順）
u入場料　無料（入場整理券が必要です）
お申し込みは、はがき（1家族1枚）に住所、希望者全員の氏名、年齢、

電話番号（市外にお住まいの方は、勤務先、学校名も）を記入して、中央
公民館（〒254－0047追分1－20）へ。
□問 中央公民館（134－2111）

児童劇 

劇団 うりんこ 

7月1日（木）～5日（月）（月） 7月1日（木）～5日（月）

　
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日

　
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日

ま
で
は

ま
で
は
「
平
和
月
間
」

「
平
和
月
間
」
で
す
。

で
す
。
こ

の
間
、

の
間
、
平
塚
市
で
は
平
和
に
関
連

平
塚
市
で
は
平
和
に
関
連

し
た
多
く
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

し
た
多
く
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日

ま
で
は
「
平
和
月
間
」
で
す
。
こ

の
間
、
平
塚
市
で
は
平
和
に
関
連

し
た
多
く
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

七
月
十
六
日
か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
は

「
平
和
月
間
」
で
す
。
こ
の
間
、
平
塚

市
で
は
平
和
に
関
連
し
た
多
く
の
事
業

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
多
く
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 



自
然
環
境
に
詳
し
い
平
塚
市

博
物
館
・
浜
口
哲
一
学
芸
員

の
話

市
内
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
そ

れ
か
ら
幼
虫
の
と
き
だ
け
光

る
ク
ロ
マ
ド
ボ
タ
ル
の
三
種

類
の
ホ
タ
ル
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
数
は
減
っ
て
い

ま
す
。

国
や
県
が
絶
滅
危
惧

き

ぐ

種
を

報
告
し
て
い
る
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
減
少

が
目
立
つ
生
き
物
が
多
い
環

境
の
一
つ
が
「
水
辺
」
で
す
。

ホ
タ
ル
を
は
じ
め
、
メ
ダ
カ

や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
と
い
っ
た
一

昔
前
ま
で
非
常
に
身
近
だ
っ

た
生
き
物
が
い
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
水
の
汚
れ
や

水
路
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
影
響

が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、
金
目
親

水
公
園
で
自
然
環
境
を
よ
く

考
え
な
が
ら
、
ホ
タ
ル
を
呼

び
戻
し
て
い
る
こ
と
は
大
き

く
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
ホ
タ

ル
を
放
流
し
て
よ
い
か
と
い

う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
の
水
辺
環
境
を
考

え
れ
ば
、
ホ
タ
ル
以
外
の
生

き
物
を
呼
び
戻
し
た
ほ
う
が

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
放

流
す
る
に
は
そ
の
場
所
の
環

境
や
生
き
物
の
生
態
を
よ
く

調
べ
て
、
十
分
準
備
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ホ
タ
ル
も
自
然
の
つ
な
が

り
の
中
で
の
存
在
で
す
。
ホ

タ
ル
だ
け
を
大
事
に
す
る
の

で
な
く
、
例
え
ば
ク
モ
が
ホ

タ
ル
を
捕
ら
え
る
こ
と
も
自

然
の
営
み
な
の
だ
と
い
う
目

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
然
の
い
ろ
い
ろ
な
要
素

が
つ
な
が
っ
て
、
は
じ
め
て

一
つ
の
生
き
物
が
存
在
し
、
一

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

５ 広報ひらつか　第769号（1日・15日発行） 特　集
平塚市役所　電話23-1111・35-1111 http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

平成16年6月15日　４

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙

郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 ６月15日（火）、７月

6日（火）13時～16時

◇行政 ７月６日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制）毎週水・

木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 ７月９日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） ６月15日

（火）、７月20日（火）13時～

16時

◇発明・考案・特許 ７月12日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き ６月21日

（月）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ７月

13日（火）13時～16時

◇外国籍市民 スペイン語相

談は毎月第１・３水曜日９時～

12時、ポルトガル語相談は

毎月第２・４水曜日９時～12時

◇建築設計・耐震・バリアフリー

６月21日（月）13時～16時

◇許認可各種届出 ６月22日

（火）13時～16時

◇労働（勤労者・事業主対象）

７月2日（金）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日

９時30分～12時・13時～16時

◇法律（予約制）７月13日（火）

13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア

毎週月～金曜日８時30分

～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～

金曜日９時～16時

◇FAX 毎週金曜日９時～12

時30分

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇来所（予約制・生活習慣病

などの相談）６月15日（火）・

7月6日（火）の９時30分～11

時と６月22日（火）の13時

～15時

◇青少年相談　毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング

テレホン133－7830
みみでなやみなし

毎週

月～土曜日10時～18時30分

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日９時30

分～16時

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第２・４土曜日は除く）

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日

９時30分～16時（７月から）

JAビルかながわビルかながわ 

平塚 
商業高 

勤労会館 

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

手話案内相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

FAX35－5770

女性のための相談
（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311療育相談室
（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

612

 

東海大学 
湘南校舎 

金目親水公園 

みずほ 
小学校 

JA湘南 

北金目入口 

平塚駅北口②番線から秦野駅行き。北金目入口下車 
バス 

県道平塚秦野線 

金目観音堂 金 目
川

ホタルの幼虫はカワニナとい
う小さな貝を食べて育ちます。
ホタルも豊かな自然環境の中で
暮らす生き物ですが、カワニナ
もきれいな水の中で暮らす生き
物です。わたしたちは金目親水
公園のホタルがいる水路を年に
4回、調査します。ここの水は
いつもきれいで、ホタルやカワ
ニナが住みやすい水だというこ
とが分かりました。でも、やは
り、少し下の農業用水や生活排
水が流れ込んでくるところでは、
カワニナが生息していないこと
も分かりました。

親水公園だけでなく、ほかに
もカワニナがいないか調べたと
ころ、別の場所でも見つけるこ
とができました。こうしたとこ
ろをいくつか探し、ホタルの生
息できる可能性をさらに調べて
いきたいです。
今、ホタルの卵、幼虫、成虫、

それぞれを育てています。今年
も何匹か放流しましたが、光を
見たときの感激は忘れられませ
ん。こうしたホタルが飛ぶ豊か
な自然環境がすぐ近くにあるこ
とは、わたしたちの自慢であり、
誇りでもあります。

学校の近くに「河内川」が流
れています。地域の人に聞くと、
河内川は、昔はとてもきれいで、
ホタルが飛んでいたり、小さな
ウナギが泳いでいたりしたそう
です。でも、今は違います。空
き缶、ビニール、車の部品…。
いろいろなものが捨てられてい
ます。土手のあたりだけでなく、
川の中にもです。月に1回程度
みんなで掃除をしますが、一輪
車で3台以上にもなり、それで
も取りきれません。掃除したあ
とにまた、ごみが捨てられてい
ることもあり、残念です。

わたしたちは、この汚れてし
まった川をきれいにして、ホタ
ルを飛ばしたいと思っています。
先月は金目親水公園にホタルを
見に行きました。本で見るのと
違い、光に生命力を感じ、感動
しました。もうすぐ校内にホタ
ルを育てる観察池（写真）が完
成します。この池や教室で育て、
来年、金目親水公園に放しに行
きます。わたしたちが育てたホ
タルが舞う姿が今から楽しみで
す。そして、いつかは河内川で
も同じようにホタルが見られま
すようにと願っています。

金目中学校科学部

旭小学校6年生

金目親水公園のホタルの里づく
りに初めから協力している金目
中学校科学部。ホタルのエサに
なるカワニナの調査や水質調査
を通して地域の自然環境を調べ
ています。

「河内川をきれいにしてホタル
を飛ばしたい」。そんな願いを
抱く旭小学校6年生。親水公園
ホタル保存会から、今年初めて
ホタルの卵を譲り受け、「里親」
として育てることになりました。

進むプラクル資源化収集
もう一度、出し方を確認しよう。4・5月で

一世帯あたり
約4.5kg収集

●出せるのは マークのものだけです
プラクルとして資源

化収集できるのは、
のマークがあるプラス
チック容器包装だけで
す。排出前にこのマー
クがあるかどうかを確
認してください。
●ペットボトル、ふたとラベルはプラクルへ
ペットボトルのプラスチック製のふたとラベルは

プラクルです。取り外し、ふたとラベルはプラクル
として、容器はペットボトルとして出してください。
また、プラクルとペットボトルは収集日は同じです
が、別々の袋に分けて出してください。
●風の強い日は一工夫　
プラクルは軽いので、風で集積所から飛散するこ

とがあります。自治会などに貸し出しているネット
をかぶせたり、ある程度たまってから出したりする
など工夫をしてください。また、台風など強風の日
は次の収集日まで、出すのを控えてください。

ほ
と
ん
ど
の
オ
ス
が
死
に
、
産
卵
を

終
え
る
と
メ
ス
も
や
が
て
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

六
月
下
旬
に
な
る
と
、
川
石
の
コ

ケ
や
草
に
産
み
付
け
ら
れ
た
卵
か
ら

小
さ
な
幼
虫
が
顔
を
出
し
ま
す
。
生

息
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
と
で
、
自

生
の
ホ
タ
ル
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
研
究
や

学
習
の
た
め
、
ホ
タ
ル
保
存
会
の
み

な
さ
ん
や
地
域
の
み
な
さ
ん
が
里
親

に
な
り
、数
匹
の
ホ
タ
ル
を
採
集
し
、

飼
育
し
て
い
ま
す
。

飼
育
さ
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
の
幼
虫

は
、
カ
ワ
ニ
ナ
と
い
う
小
さ
な
貝
を

食
べ
、
十
一
月
こ
ろ
ま
で
に
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

大
き
く
な
っ
た
幼
虫
を
二
月
上
旬
こ

ろ
ま
で
に
金
目
親
水
公
園
の
水
路
に

放
流
し
ま
す
。
幼
虫
は
、
土
に
も
ぐ

り
、
さ
な
ぎ
に
な
り
、
初
夏
の
飛
び

立
つ
日
を
待
ち
ま
す
。

こ
う
し
た
ホ
タ
ル
の
一
年
は
、
毎

年
当
た
り
前
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
タ
ル

の
生
態
を
知
り
、
水
質
や
土
壌
な
ど

の
環
境
を
維
持
し
た
り
、
観
賞
マ
ナ

ー
を
訴
え
た
り
し
て
、
生
息
地
を
守

り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、
ホ
タ
ル

は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ホ
タ
ル
は
自
然
環
境
の
変
化
に

敏
感
な
生
き
物
で
す
。
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
破
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
そ
の

地
域
か
ら
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

金
目
親
水
公
園
で
は
、
ホ
タ
ル
が

来
年
も
ま
た
次
の
年
も
ず
っ
と
飛
び

交
う
よ
う
に
と
、
ホ
タ
ル
保
存
会
の

み
な
さ
ん
が
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

し
た
り
、
学
校
や
地
域
の
み
な
さ
ん

が
こ
の
地
に
常
に
関
心
を
持
っ
た
り

し
て
ホ
タ
ル
の
生
息
地
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

金
目
親
水
公
園
の
ホ
タ
ル
の
見
ご

ろ
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
は

多
く
の
地
域
で
六
月
中
旬
か
ら
七
月

上
旬
く
ら
い
ま
で
に
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。
ホ
タ
ル
を
観
賞
す
る
と
き
に

は
、
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
ナ
ー

は
ホ
タ
ル
に
と
っ
て
の
「
命
の
マ
ナ

ー
」
で
す
。
観
賞
す
る
と
き
に
は
、

ホ
タ
ル
の
こ
と
を
思
う
心
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

●
明
か
り
を
照
ら
さ
な
い

ホ
タ
ル
は
自
ら
の
光
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
す
。
懐

中
電
灯
の
よ
う
な
小
さ
な
明
か
り
で

も
照
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
車
で
近
づ
か
な
い

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
明
か
り
、
排
気

ガ
ス
、
エ
ン
ジ
ン
音
な
ど
車
に
は
ホ

タ
ル
が
嫌
が
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
生
息
地
の
公
園
な

ど
の
そ
ば
に
路
上
駐
車
す
る
こ
と
は

付
近
に
住
ん
で
い
る
人
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
生
息
地
に
は
車

で
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
生
息
地
に
立
ち
入
ら
な
い

生
息
地
に
踏
み
入
る
と
そ
こ
の
植

物
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
ば
か
り
で
な

く
、
ホ
タ
ル
の
成
育
に
必
要
な
や
わ

ら
か
な
土
壌
を
踏
み
固
め
て
し
ま
い

ま
す
。
ホ
タ
ル
の
生
息
地
に
は
立
ち

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ホ
タ
ル
を
持
ち
帰
ら
な
い

ホ
タ
ル
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
よ
う
に

体
が
硬
く
な
い
の
で
、
つ
ま
む
と
つ

ぶ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
と
そ
の

数
は
激
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ホ
タ

ル
の
成
虫
の
寿
命
は
わ
ず
か
で
す
。

そ
の
わ
ず
か
な
命
を
ど
う
か
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
過
ご
さ
せ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

月
明
か
り
の
な
い
静
か
な
暑
い
夜
、

例
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か

け
て
、
金
目
親
水
公
園
（
北
金
目
）

に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。
そ
の

数
は
多
い
日
で
約
八
十
匹
。
日
没
か

ら
約
二
時
間
の
間
が
最
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
の
ホ
タ
ル
は
、
水
路

の
源
と
な
っ
て
い
る
わ
き
水
や
土
が

温
か
い
た
め
か
、
ほ
か
の
地
域
よ
り

も
飛
び
交
う
時
期
が
早
い
の
が
特
徴

で
す
。

六
月
に
入
り
、
こ
の
公
園
で
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
う
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
成

虫
の
寿
命
は
七
日
か
ら
十
日
く
ら
い

で
す
。
メ
ス
が
産
卵
す
る
こ
ろ
に
は
、

親
水
公
園
、
ホ
タ
ル
の
一
年

マ
ナ
ー
違
反
で
絶
滅
の
危
機
に

必
ず
守
る
観
賞
マ
ナ
ー

先月中旬、金目親水公園に飛び交ったホタル。長時間シャッターを開けたため、その姿が光りの帯になって見えます。

t金目川（花水川）の河口付近で見つけた
オートバイの一部やいくつものビニー
ル類。こんな汚れたところではホタル
は暮らすことができません。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ

ン
ダ
ス
、
黄
河
。
古
代
文
明
が
生
ま

れ
た
そ
ば
に
は
大
き
な
川
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
何
千
年
も
の
と
き

の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は

川
の
恵
み
と
と
も
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
日
か
ら
か
、

川
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
そ
の
恵
み
や

大
切
さ
を
忘
れ
た
暮
ら
し
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
み
を
捨
て
た
り
、
汚
れ
た
水
を

流
し
た
り
…
。
川
に
流
せ
ば
目
の
前

か
ら
ご
み
や
汚
れ
た
水
は
消
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
先
の

世
界
で
は
何
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
小

さ
な
生
き
物
た
ち
の
暮
ら
し
を
壊
し
、

と
き
に
そ
の
命
を
も
脅
か
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま

続
け
ば
、
や
が
て
そ
の
痛
み
は
人
間

に
も
お
よ
ん
で
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
姿
を
見
か
け
た
ら

そ
こ
に
自
分
の
姿
を
重
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
な
た
の

ホ
タ
ル
が
い
つ
ま
で
も
飛
ん
で
い
ら

れ
る
た
め
に
、
何
が
で
き
る
か
を
ど

う
ぞ
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホタルの一生と環境 

群れで飛んで光る 

上陸 

さなぎ 

羽化 

やわらかで適
度に湿った土
にもぐります。 カワニナを食べて成長 

交尾 

産卵 

水際の草や石に
生えたコケなど
に産みつけます。 

ふ化 

①中身を食べる
使い切る
②汚れを取る
残りかすがある場合は水でゆすいだり、ふき取っ
たりして汚れを取る

半透明や透明の袋に入れて出す（レジ袋可）

ペットボトルと同じ収集日に出す（午前7時から8時
30分まで）

●プラクルの出し方●

④資源再生物
集積所に出す

③ビニール袋に
入れる

キャップ
ラベル

このマークは品物のラベルなどに表
示されています。この場合はキャッ
プとラベルがプラクルです。

3月16日 5月18日
▲プラクル資源化収集前（左）と後（右）の可燃ごみ置き
場です。ごみの容積が減ったことが分かります。

①環境大気調査など 美術館南側などで実施し、毒ガス関連物質は検出しませんでした。
②地下水調査 １か所の井戸水から毒ガス関連物質のジフェニルアルシン酸を検出し、３km
四方にある井戸水の飲用中止をお知らせしました。その後198か所の飲用井戸を調査
した結果195か所で同物質は検出しませんでした。残る3か所は分析中です。
③物理探査 磁気探査およびレーダー探査による測定結果を現在解析評価中です。

平成16年1月～2月に環境省が実施した結果をお知らせします

旧相模海軍工廠跡地周辺の環境調査
◇問い合わせ先　防災課（121－9734）

しょう

4月からプラクル（プラスチック容器包装）の資
源化収集を始めました。みなさんの協力により、4
月は217,140kg、5月は222,180kgのプラクルを収
集し、資源化しました。これは、2か月間で一世帯
あたり約4.5kgのプラクルが出された計算になりま
す。「家庭から出す可燃ごみが減った」という声の
とおり、環境事業センターで燃やしているごみの
量も前年度に比べ約8％減っています。
しかし、一方でプラクル以外のプラスチック製

品が出されたり、汚れがついたままのプラクルが
出されたりしています。混ぜればごみ、分ければ
資源です。プラクルの出し方をもう一度ご確認く
ださい。



不用品登録情報  不用品登録情報 ◇譲ってください 白鳥幼

稚園体操教室のジャージ、

男児洋服（110～120cm）、
子ども用ブランコ、女子制

服スカート（大磯高校・夏

服・ウエスト63cm）、ベビ
ー布団、ハイアンドローチ

ェア、子ども用自転車

（16・22インチ）
◇譲ります ①有料 Ｂ型ベビーカー、トレーニン

グ器具、学習机、リビングセット、家庭用ヘアカッ

トセット、電動ベッド、ワープロ、ゴルフクラブセ

ット

②無料 女児洋服（120～130cm）、ベビーベッド、
チャイルドシート、2段ベッド、整理たんす、ドレッ
サー、ロッキングチェア、ワープロ、ふとん、物干

し台、ペット用ケージ、自転車（24インチ）、電動ベ
ッド

・不用品の登録は先着順でお受けします

・問い合わせ時に品物がない場合もあります

・交渉は当事者同士でお願いします

平成16年6月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

健康･福祉

u日　時 10月31日（日）午後4時開演
u会　場 市民センター
u入場料 一般4,000円（全席指定）、学生2,000円（専用席）
チケットは6月26日（土）から市民センター、ヤンレイ、ヨネザワ楽器など

で販売します。

♪♪名曲の風景

ドイツ室内管弦楽団コンサート
◇問い合わせ先　文化財団（132－2237）

平
成
十
六
年
度
の
介
護
保
険

料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
介
護

保
険
料
は
前
年
の
所
得
額
な
ど

に
応
じ
て
五
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
納
め
方
は
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
、

納
付
書
に
よ
る
納
付
（
普
通
徴

収
）が
あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
の
方

法
に
な
る
の
か
は
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
の
受
給
額
な
ど
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
の
で
、
お
送

り
し
て
あ
る
納
入
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
普
通

徴
収
の
方
に
は
便
利
な
口
座
振

替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
、
保
険
料
や
利
用

者
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た

②
収
入
が
著
し
く
減
っ
た

③
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課

税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
生
活
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課
（
1
21
ー
８
７
９
０
）
へ
。

老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者
、

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
、

六
十
八
・
六
十
九
歳
の
老
人
医

療
受
給
者
に
つ
い
て
、
平
成
十

六
年
度
の
市
県
民
税
課
税
所
得

を
基
に
、
一
部
負
担
金
の
負
担

割
合
を
見
直
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
六
月
下
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課
（
1
21
ー
８
７
７
６
）
へ
。

所
得
に
応
じ
て
幼
稚
園
な
ど

の
入
園
料
・
保
育
料
を
減
免
し

ま
す
。
幼
稚
園
で
お
配
り
す
る

申
出
書
を
直
接
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

幼
稚
園
児
（
平
成
10
年
４
月
２

日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）所

得
な
ど
の
条
件
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
就
園
費
補
助
金
を
上

乗
せ
し
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
一
月
一
日
現

在
、
市
外
に
お
住
ま
い
で
該
当

す
る
方
は
、
申
出
書
に
課
税
証

明
書
を
添
え
て
、
七
月
二
日（
金
）

ま
で
に
学
務
課
（
豊
原
分
庁
舎

一
号
館
一
階
・
1
35
ー
８
１
１

８
）
へ
。

①
知
っ
て
得
す
る
高
血
圧
の
知

識
（
医
師
の
話
）

▽
日
時

７
月
13
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

大
原
公
民
館

▽
定
員

30
人
（
先
着
順
）

②
目
指
せ
！
適
正
体
重
・
食
生

活
術（
調
理
実
習
と
栄
養
士
の
話
）

▽
日
時

７
月
23
日
（
金
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布

▽
材
料
費

300
円

▽
定
員

30
人
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
①
は
電
話

で
、
②
は
往
復
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
保
健
セ
ン
タ

ー（
〒
254
ー
0054
中
里
34
ー
17
・
1

34
ー
０
３
１
１
）へ
。

市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
の
集

団
検
診
で
、
従
来
の
視
診
・
触

診
と
併
せ
て
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

幼
稚
園
の
保
育
料
を
減

免
し
ま
す

（
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）に
よ
る
検

診
を
始
め
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
、

平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17

年
３
月
31
日
の
間
に
40
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
（
誕

生
日
前
で
も
受
診
で
き
ま
す
）

▽
開
始
日

７
月
29
日（
木
）に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集

団
検
診
か
ら

▽
受
診
費
用

一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、「
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
希
望
」
と
書
い

て
、健
康
課（
内
線
２
２
６
０
）へ
。

高
齢
者
技
能
セ
ン
タ
ー
（
西

八
幡
一
丁
目
）を
会
場
と
し
て
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

①
植
木
せ
ん
定
講
習
会

▽
日
時

７
月
１
日
（
木
）・
２

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
費
用

一
千
円

▽
定
員

20
人
（
抽
選
）

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
日
時

７
月
13
日（
火
）〜
16

日（
金
）
の
午
前
ま
た
は
午
後

▽
対
象

ロ
ー
マ
字
入
力
が
で

健康 
  福祉 
健康 
  福祉 

福 
健 
祉 
康 

き
る
方

▽
費
用

一
千
六
百
円

▽
定
員

各
８
人
（
抽
選
）

③
ふ
す
ま
張
り
替
え
講
習
会

▽
日
時

７
月
20
日（
火
）〜
22

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
費
用

三
千
円

▽
定
員

10
人
（
抽
選
）

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
希
望
す
る
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
と
、
返

信
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し

て
、
①
③
は
６
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
、
②
は
６
月
25
日
（
金
）
ま

で
に
生
き
が
い
事
業
団(

〒
254

ー
0073
西
八
幡
１
ー
３
ー
２
ー
２
・

1
33
ー
２
３
３
５)

へ
。

補
装
具
や
車
い
す
に
つ
い
て

の
相
談
会
場
を
、
県
合
同
庁

舎
（
西
八
幡
一
丁
目
）
か
ら
市

役
所
南
附
属
庁
舎
二
階
の
会
場

に
変
更
し
て
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
23
日
（
金
）、
８

月
27
日
（
金
）、
９
月
24
日
（
金
）

・
補
装
具

午
後
１
時
〜
２
時

・
車
い
す

午
後
２
時
〜
３
時

▽
持
ち
物

身
体
障
害
者
手
帳
・・
・
・

印
お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課
（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

の 暮らし 

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

の
「
免
除
申
請
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆「
全
額
免
除
」と「
半
額
免
除
」
制
度

が
あ
り
ま
す

免
除
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十

六
年
度
は
、
七
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
来
年
六
月
ま
で
の
十
二

か
月
間
の
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
免
除
の
割
合
は
家
族
の
収

入
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

手
続
き
に
は
年
金
手
帳
、
離
職
票
や

雇
用
保
険
受
給
者
証
な
ど
を
持
っ
て

年
金
担
当
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
メ
リ
ッ
ト
は

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

②
年
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
全
額

免
除
さ
れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
、
半
額
は
三
分

の
二
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

③
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

④
十
年
以
内
な
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課（
1
21
ー
８
７
７
７
）

＝保険料未納はノー！免除申請を＝

自治基本条例を検討する組織のひとつ「策定委
員会」の学識経験者委員が決まりました。辻山幸
宣さん、内海麻利さん、河上暁弘さんです。また、
平塚市自治会連絡協議会と、企業市民代表として
平塚商工会議所と湘南農業協同組合に、それぞれ
委員の推薦をお願いしました。今後決まる市民委
員会の代表者4人を含めた10人で、市民委員会や職
員プロジェクトチームと連携しながら検討を進め
ます。
なお、6月20日（日）午後5時から、市役所新館研

修室で、三組織の合同勉強会を開催します。辻山
さん、内海さん、川上さんによる講演もあり、み
なさんにもご参加いただけます。
自治基本条例に関するみなさんのご意見、ご提案をお待ちしています。

◆担当 まちづくり政策室（121－9618）

策定に向けて合同勉強会を開催

保育園で子どもたちとの生活を体験する保育実
習生を募集します。
u日程 ７月26日（月）～8月3日（火）
u対象 市内にお住まい、通学の高校2・3年生
u定員 120人（先着順）
u募集開始 6月16日（水）
◆申し込み先 児童福祉課（121－9612）

高高高高校校校校生生生生のののの保保保保育育育育実実実実習習習習
体験者を募集

 

３ 

外枠の破線で切り取り、市販のポケットアルバムなどに入れて使うと便利です。 

大型ごみの出し方
机やベッドなどの大型ごみは通常のごみ置き場には捨てないでください。

これらのごみは有料で収集しますので、ご利用の方は、環境業務課（121－

8796）へ電話し、収集日を予約してください（処理施設に直接持ち込むことも
できます。詳しくは環境業務課へ）。
●主な大型ごみ 机、いす、たんす、応接セット、ベッド、じゅうたん、ふ
とん、マットレス、エレクトーン

●収集日 月～金曜日（毎月29日・30日・31日は除く）
●料金の目安 1m3あたり2,200円（重さなどで多少異なります）

補
装
具
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
会
場
を
変
更

介
護
保
険
料
の
納
付
を

忘
れ
ず
に

楽
し
く
学
べ
る
健
康
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

老
人
医
療
な
ど
の
負
担

割
合
を
見
直
し
ま
す

高
齢
者
の
た
め
の
講
習

会
を
開
講
し
ま
す

乳
が
ん
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
を
始
め
ま
す

自治基本条例
Now③

家電リサイクル法対象品 電気冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、ブラウン管式テ
レビ、電気洗濯機は買った店や買い換えた店に引き取りを依頼してください。

パソコン パソコンはメーカーに引き取りを依頼してください。平成15年9
月30日以前に購入したパソコンは回収・リサイクル費用がかかります。



７ 広報ひらつか　第769号（1日・15日発行） 情 報 館

平塚漁港水揚げの新鮮な魚や、地元の旬の野菜を大特価で販売します。
u日時 6月27日（日）午前8時～9時30分（売り切れ次第終了）
u会場 平塚競輪場（久領堤5－1）
uイベント マグロのブロックが30人に当たる抽選会、開催10回記念"大根が
10円"（1家族ごとに1本限り）など。おいしい漁師なべもご用意しています。

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

情 報 館 情 報 館 
平塚市役所  

〒254－8686 浅間町9－1 
123－1111・35－1111

◆
来
年
度
用
の
教
科
書
を
展
示

し
ま
す

平
成
17
年
度
用
の
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
用
検
定
済
み
教

科
書
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時

６
月
18
日（
金
）〜
７

月
１
日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

▽
会
場

県
平
塚
合
同
庁
舎
５

階
（
西
八
幡
１
―
３
―
１
）

な
お
、
小
・
中
学
校
用
検
定

済
み
教
科
書
は
中
央
図
書
館
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
指
導
室

（
1
35
ー
８
１
２
０
）へ
。

◆
み
ん
な
で
楽
し
く
盆
踊
り
を

覚
え
よ
う

盆
踊
り
を
覚
え
て
地
域
で
開

か
れ
る
盆
踊
り
大
会
な
ど
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
（
参
加
自
由
）。

▽
日
時

７
月
13
日（
火
）午
後

１
時
〜
４
時

▽
会
場

総
合
体
育
館
第
２
武

道
場

▽
持
ち
物

う
ち
わ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
公

園
管
理
事
務
所
（
1
35
ー
２
２

３
３
）
へ
。

◆
自
然
の
中
で
夏
休
み
の
思
い

出
を
つ
く
ろ
う

び
わ
青
少
年
の
家
で
、
夏
休

み
期
間
の
団
体
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
に

は
、
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。

十
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
青
少
年

▽
定
員

宿
泊
棟
60
人
、
キ
ャ

ン
プ
場
80
人

お
申
し
込
み
は
、
び
わ
青
少

年
の
家
（
月
曜
日
休
館
・
1
59

ー
０
８
７
１
）
へ
。

◆
市
民
文
芸
「
夏
の
部
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す

心
を
込
め
て
作
っ
た
文
芸
作

品
を
発
表
し
ま
せ
ん
か
。

▽
部
門
と
「
題
」

・
俳
句
「
熱
帯
魚
」「
百
日
紅

（
ひ
ゃ
く
じ
っ
こ
う
・
さ
る
す
べ
り
）

」（
２
題
合
わ
せ
て
３
句
ま
で
）

・
短
歌

題
は
自
由
・
２
首
ま
で

・
川
柳
「
欲
」（
３
句
ま
で
）

・
現
代
詩

題
は
自
由
・
800
字

以
内
・
１
編

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、
通
学
の
方

▽
応
募
規
定

①
未
発
表
作
品

②
部
門
ご
と

に
別
の
は
が
き
で
（
詩
は
400
字

詰
め
原
稿
用
紙
）③
か
い
書
で
分

か
り
や
す
く
書
く
④
は
が
き
の
表

に
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
勤
務
先
（
学
校
名
）、
裏
に
作

品
名
を
記
入
す
る（
詩
は
別
紙
を

つ
け
る
）

▽
締
め
切
り

６
月
30
日
（
水
）

お
申
し
込
み
は
、
社
会
教
育

課
（
〒
254
ー
0051
豊
原
町
２
ー
21

豊
原
分
庁
舎
一
号
館
三
階
・
1

35
ー
８
１
２
３
）へ
。

◆
国
際
協
力
を
考
え
る
ポ
ス
タ

ー
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

国
連
・
平
和
・
安
全
・
人
権
・

地
球
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
（
規
格
）

〈
ポ
ス
タ
ー
〉
小
・
中
学
生（
四

つ
切
り
）、
高
校
生
（
半
さ
い
）、

大
学
生
・一
般
（
半
さ
い
、
四
つ

切
り
）

〈
作
文
〉
中
学
生（
400
字
詰
め
原

稿
用
紙
４
枚
以
内
）

▽
締
め
切
り

７
月
９
日（
金
）

▽
応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、電

話
番
号
、学
校
名
、学
年
を
記
入

し
、通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
校

ま
た
は
交
流
親
善
課
（
〒
254
ー

0031
天
沼
７
ー
８
松
原
分
庁
舎
・

1
25
ー
２
５
２
０
）へ
。

◆「
本
が
大
好
き
」一
日
図
書
館

員
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て

み
た
い
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月
23
日
〜
８
月
３

日
の
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
（
午

前
ま
た
は
午
後
の
３
時
間
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

ま
た
は
通
学
の
小
学
生（
抽
選
）

▽
申
し
込
み
期
間

６
月
17
日

（
木
）
〜
22
日
（
火
）

お
申
し
込
み
は
、
図
書
館
、

小
学
校
で
お
配
り
す
る
申
込
書

を
、
希
望
す
る
図
書
館
へ
。

・
中
央
図
書
館
…
〒
254
ー
0041
浅

間
町
12
ー
41
／
1
31
ー
０
４

１
５

・
北
図
書
館
…
〒
254
ー
0013
田
村

３
ー
12
ー
５
／
1
53
ー
１
２

３
２

・
西
図
書
館
…
〒
254
ー
0911
山
下

760
ー
３
／
1
36
ー
３
５
５
５

・
南
図
書
館
…
〒
254
ー
0813
袖
ケ

浜
20
ー
１
／
1
21
ー
３
０
８
０
）

◆
夏
休
み
に
親
子
で
陶
芸
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か

▽
日
時

①
成
形
・
７
月
24
日

②
絵
付
け
・
８
月
７
日
③
作
品

の
引
き
渡
し
・
８
月
21
日
（
各

土
曜
日
・
午
前
10
時
〜
正
午
）

▽
会
場

青
少
年
会
館

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

と
そ
の
保
護
者

▽
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費

一
人
一
千
円

お
申
し
込
み
は
、
青
少
年
課

（
1
32
ー
７
０
２
９
）
へ
。

◆
大
学
の
技
術
を
中
小
企
業
経

営
の
み
な
さ
ん
へ

▽
事
業

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣

技
術
的
な
相
談
・
助
言
を
す

る
中
小
企
業
診
断
士
、技
術
士
、

大
学
関
係
者
な
ど
の
専
門
家
を

派
遣
し
ま
す
（
無
料
）。

②
共
同
研
究
費
用
の
補
助

大
学
な
ど
と
の
事
業
の
共
同

研
究
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助

（
50
万
円
を
限
度
）
し
ま
す
。

▽
対
象

市
内
に
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業

お
問
い
合
わ
せ
は
、
工
業
労

政
課
（
1
35
ー
８
１
０
９
）
へ
。

◆
暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座
を
開

き
ま
す

①
「
そ
う
だ
！
”く
る
り
ん
“へ

行
こ
う
」
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

施
設
見
学
な
ど
（
保
育
あ
り
）

▽
日
時

６
月
23
日（
水
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
講
師
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

職
員

▽
定
員

50
人
（
先
着
順
）

②
「
入
門
講
座
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
学
習

▽
日
時

６
月
27
日（
日
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
会
場

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
手
塚
明
美
さ
ん
（
藤

沢
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

▽
定
員

50
人
（
先
着
順
）

③
「
安
全
で
安
心
な
食
卓
の
た

め
に
」
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
話（
一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時

６
月
30
日（
水
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
佐
藤
英
夫
さ
ん
（
内

閣
府
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
）

▽
定
員

70
人
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

課(

1
21
ー
７
５
３
４)

へ
。

◆
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

平
塚
駅
や
駅
周
辺
の
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
、
ま
ち

歩
き
点
検
な
ど
を
通
し
て
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
々
と
と
も
に

考
え
、
提
案
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、お

勤
め
、
在
学
の
方
、
ま
た
は
市
内

で
社
会
活
動（
地
域
活
動
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
な
ど
）を
さ
れ
て
い
る
方

▽
募
集
人
数

15
人
（
抽
選
）

▽
任
期

構
想
策
定
（
平
成
17

年
３
月
末
を
予
定
）
ま
で
（
会

議
は
年
４
〜
５
回
開
催
）

▽
締
め
切
り

７
月
14
日（
水
）

お
申
し
込
み
は
、
公
民
館
な

ど
に
あ
る
申
込
書
を
都
市
政
策

課
（
〒
254
ー
8686
浅
間
町
９
ー

１
・
1
21
ー
８
７
８
１
）
へ
。

◆
平
塚
市
国
際
交
流
協
会
の
設

立
10
周
年
記
念
講
演
会

登
山
家
の
山
田
淳
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
、「
登
山
を
通
じ

た
国
際
交
流
」
に
つ
い
て
の
講

演
会
と
、
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時

６
月
26
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

▽
定
員

200
人

お
申
し
込
み
は
、
六
月
二
十

四
日（
木
）ま
で
に
交
流
親
善
課

（
1
25
ー
２
５
２
０
）へ
。

四
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
監

査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
内
藤

光
孝
さ
ん
、
守
屋
和
徳
さ
ん
、

小
林
保
雄
さ
ん
、
金
子
修
一
さ

ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
対
象
お
よ
び
結
果
】

◆
定
期
監
査
（
平
成
十
五
年
度

の
予
算
の
執
行
な
ど
財
務
に
関

す
る
事
務
）

▽
職
員
課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、

商
業
観
光
課
、
工
業
労
政
課
…

収
入
事
務
、
支
出
事
務
の
執
行

お
よ
び
備
品
の
管
理
は
、
良
好

に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

▽
企
画
課
…
収
入
事
務
、
支
出

事
務
の
執
行
は
、
良
好
に
行
わ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
産
業
政
策
課
…
支
出
事
務
の

執
行
お
よ
び
備
品
の
管
理
は
良

好
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

平
塚
市
の
西
部
丘
陵
地
域

に
は
、
オ
オ
タ
カ
や
サ
シ
バ
、

ノ
ス
リ
と
い
っ
た
猛
禽

も
う
き
ん

が
生

息
し
て
い
ま
す
。
特
に
国
か

ら
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
種

に
指
定
さ
れ
て
る
オ
オ
タ
カ

は
、平
成
二
年
、県
内
で
最
初

に
繁
殖
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
め
っ
た
に
見
か
け

な
く
な
っ
た
ホ
タ
ル
な
ど
も

生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
生
物
が
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
自
体
が
自
然
環
境
の
豊
か

さ
を
示
す
象
徴
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
、
み
ど
り
豊

か
な
平
塚
の
里
山
と
も
言
う

べ
き
地
域
を
市
民
共
有
の
財

産
と
し
て
次
世
代
に
伝
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
月
は
環
境
月
間

で
す
。
こ
の
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
『
環
境
活
動
リ
ポ
ー
ト
in

ひ
ら
つ
か
』
を
テ
―
マ
に
、

環
境
保
全
団
体
の
活
動
や
、

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

「
ひ
ら
つ
か
環
境
展
」を
六
月

三
十
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
わ
た
し
た

ち
が
抱
え
る
様
々
な
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
環
境
政
策
課
（
内
線
２
２

６
６
）

監
査
の
結
果

◇主なチケット販売所
■ベルマーレクラブショップ（大神）
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所 ■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小・中学生、高校生対象）

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場が無料です。入場の

際に、運転免許証などの年齢が分かる書類を提示してください。

6 月19日○土 平塚競技場　14：00～
湘南 vs 水戸

7 月10日○土 平塚競技場　19：00～
湘南 vs 仙台

・市県民税　　　　　　（第1期）

・国民健康保険税　　　（第1期）

・介護保険料　　　　　（第1期）

・清掃し尿従量手数料　（第3期）

・清掃し尿ごみ定額手数料（第1期）

◆納期最終日 6月30日（水）

納付には口座振替のご利用を。

□問 市税総務課 121ー8769

6 月23日○水 平塚競技場　19：00～
湘南 vs 福岡

朝の競輪場に出かければ少し得した気分に…

◇問い合わせ先　みなと水産課（121－2066）

力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を

守
れ
！

市民と市長の 

初夏のいどばた会議 
参加者 
募集 

まちづくりについて、市民のみなさんと市長が「語り合う場」です。

u申し込み方法 参加希望日、住所、氏名、電話番号を電話またはファ

クス、Ｅメールでまちづくり政策室（121－9618・60120－704589・

machi@city.hiratsuka.kanagawa.jp）へ

●進行役ボランティアも募集します

いどばた会議の進行役をしていただける方も同時に募集します。お申し込

みは、7月5日（月）までに、電話、ファクス、Eメールでまちづくり政策室へ

メール 

日　　　時 会　　場 締め切り 

７月１３日（火）午後７時～９時 

７月２１日（水）午後７時～９時 

７月２８日（水）午後７時～９時 

横内公民館 

花水公民館 

八幡公民館 

７月 ５日（月） 

７月１４日（水） 

７月２０日（火） 

定員各２５人 
（抽選） 

6月納期の市税・手数料

オオタカが舞う
平塚の里山

オオタカの幼鳥
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Q
豊
田
梨
美

り

み

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
8
月
20
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
二
丁
目
）

P
鈴
木
健
紘

た
け
ひ
ろ

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
10
月
16
日
生
ま
れ

（
寺
田
縄
）

Q
小
鹿
夏な

つ

実み

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
8
月
6
日
生
ま
れ

（
東
真
土
三
丁
目
）

Q
守
屋
鈴れ

い

華か

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
10
月
1
日
生
ま
れ

（
龍
城
ケ
丘
）

P
五
十
嵐
慧さ

と
し

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
6
月
19
日
生
ま
れ

（
岡
崎
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

P
内
田
亘こ

う

紀き

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
7
月
3
日
生
ま
れ

（
中
原
一
丁
目
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

関
島
工
業（
岡
崎
）の
入
口
に
「
湘
南
ベ
ル
ト
ー

ン
ク
ロ
ッ
ク
」と
名
づ
け
ら
れ
た
時
計
台
が
あ
る
。

山
田
洋
次
監
督
の
詩
を
刻
ん
だ
こ
の
時
計
台
は
、

か
つ
て
、
映
画
街
で
有
名
な
川
崎
駅
前
の
チ
ネ
チ

ッ
タ
通
り
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。し
か
し
、

設
置
か
ら
十
五
年
が
た
ち
、
ま
ち
の
再
開
発
に
よ

り
、
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
時
計
台
を
「
地
域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
、
同
社
が
引
き
取
っ
て
三
年
。

今
で
も
時
刻
調
整
が
ま
っ
た
く
必
要
な
い
ほ
ど
正

確
に
時
を
刻
ん
で
い
る
。

都
市
化
に
よ
り
、
小
さ
な
生
き
物
の
存
在
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
の

は
生
き
物
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
更
な
る
開
発
に

よ
り
、
取
り
壊
さ
れ
て
い
く
建
造
物
も
そ
の
一
つ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

激
し
く
変
わ
る
世
界
で
存
在
す
る
た
め
に
は
、

変
わ
ら
ぬ
何
か
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
壊
さ
れ
る

も
の
が
多
い
中
で
、
壊
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
幼
き

日
々
の
記
憶
を
つ
づ
っ
た
時
計
台
の
詩
が
梅
雨
入

り
前
の
晴
天
に
輝
い
て
い
た
。

（
広
報
課
　
）

標
高
約
百
八
十

。
平
塚
八
景
の

一
つ
「
湘
南
平
」
の
展
望
台
か
ら
は
、

天
気
が
良
い
日
に
は
三
百
六
十
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
望
で
き
、
多
く
の

山
々
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西

方
に
は
、
伊
豆
の
天
城
山
や
、
箱
根

山
の
噴
火
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
明
星

ケ
岳
・
金
時
山
な
ど
の
「
箱
根
外
輪

山
」
と
呼
ば
れ
る
山
々
が
そ
び
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
の
手
前
に

は
、
矢
倉
岳
が
見
え
ま
す
。
そ
し
て

山
々
の
連
な
り
は
、
高
度
を
増
し
て

丹
沢
の
表
尾
根
に
続
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
山
々
を
見
る
と
き
、
そ

の
成
り
立
ち
を
思
い
浮
か
べ
る
と
い

つ
も
と
違
う
眺
め
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
丹
沢
山
地
は
、
約

一
千
七
百
万
年
前
に
南
の
海
の
海
底

火
山
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
プ

レ
ー
ト
運
動
に
よ
り
、
約
五
百
万
年

前
に
本
州
へ
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

約
百
万
年
前
に
現
在
の
伊
豆
半
島
が

本
州
へ
衝
突
し
た
と
き
に
今
の
よ
う

な
山
地
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
湘
南
平
は
ど
の

よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ヒ

ン
ト
は
今
で
も
そ
の
平
ら
な
姿
か
ら

「
千
畳
敷

せ
ん
じ
ょ
う
じ
き

」と
呼
ば
れ
て
い
る
頂
上
部

分
に
あ
り
ま
す
。
約
十
三
万
年
前
、

こ
の
地
は
海
の
中
に
あ
り
、「
波
食
台
」

と
い
う
波
の
力
で
平
ら
に
な
っ
た
場

所
で
し
た
。
そ
れ
が
、
地
震
の
た
び

に
隆
起
を
繰
り
返
し
、
徐
々
に
高
く

な
り
、
そ
の
上
に
富
士
山
の
噴
火
に

よ
る
火
山
灰
な
ど
が
降
り
積
も
っ
て

で
き
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
今
で
も

テ
レ
ビ
塔
南
側
の
遊
歩
道
沿
い
に
は
、

こ
の
「
波
食
台
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
江
の
島
も
こ
の
「
波
食
台
」

の
隆
起
に
よ
り
生
ま
れ
た
島
で
す
。

波
打
ち
際
に
は
、
関
東
大
震
災
の
と

き
に
隆
起
し
た
「
波
食
台
」
の
岩
場

が
あ
り
ま
す
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

メ
ー

ト
ル

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は33人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
● 5 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 19日（祝）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
● 26日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 30日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 14日（水）・28日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 6日14年12月1日～10日生
● 13日14年12月11日～20日生
● 20日14年12月21日～31日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 1日13年5 月1 日～10日生
● 8日13年5 月11日～20日生
● 15日13年5 月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 7 日（水）午後1時30分～ 2
時30分

● 22日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、22日（木）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、2日（金）・
16日（金）午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、8日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、27日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
● 21日（水）午後1時30分～3
時30分

【歯っぴい教室】
12か月～1歳3か月児対象。

● 1 日（木）午前10時～11時
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 5 日（月）親子遊びなど
● 9 日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 16日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

●7月のカレンダー
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